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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年6月26日(2014.6.26)

【公表番号】特表2011-521986(P2011-521986A)
【公表日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2011-512021(P2011-512021)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 213/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4412   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4433   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 213/64    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 405/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4412  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4433  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年5月2日(2014.5.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００６５】
　好ましくは、Ｒ4～Ｒ13の少なくとも２つがＯＨである。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
【化１】

[式中、
　Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は独立にＨまたはＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8は独立に、Ｈ、ハロ、Ｃ1-6アルキルまたは－Ｏ－Ｃ1-6

アルキルであって、少なくとも１つが－Ｏ－Ｃ1-6アルキルであるか；または環上で互い
に隣り合ったＲ4～Ｒ8のペアの少なくとも１つが一緒になって－Ｏ－（ＣＲ14Ｒ15）n－
Ｏ－を形成し、ここでｎは１または２であり、Ｒ14およびＲ15は独立にＨまたはＣ1-6ア
ルキルであり、Ｒ4～Ｒ8の残りの基は独立にＨ、ハロ、Ｃ1-6アルキルまたは－Ｏ－Ｃ1-6

アルキルであり；および
　Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12およびＲ13は独立にＨ、ハロ、Ｃ1-6アルキルまたは－Ｏ－Ｃ1-

6アルキルであって、少なくとも１つが－Ｏ－Ｃ1-6アルキルであるか；または環上で互い
に隣り合ったＲ9～Ｒ13のペアの少なくとも１つが一緒になって－Ｏ－（ＣＲ16Ｒ17）m－
Ｏ－を形成し、ここでｍは１または２であり、Ｒ16およびＲ17は独立にＨまたはＣ1-6ア
ルキルであり、Ｒ9～Ｒ13の残りの基は独立にＨ、ハロ、Ｃ1-6アルキルまたは－Ｏ－Ｃ1-

6アルキルであり；
但し、Ｒ6およびＲ11の両方が－ＯＭｅであることはない］
で示される化合物またはその製薬的に許容し得る塩またはその溶媒和物。
【請求項２】
　Ｒ9、Ｒ12およびＲ13が独立にＨ、ハロまたはＣ1-6アルキルであり、Ｒ10およびＲ11が
一緒になって－Ｏ－Ｃ（Ｒ16Ｒ17）m－Ｏ－を形成し、ｍが１である、請求項１記載の化
合物。
【請求項３】
　Ｒ9、Ｒ12およびＲ13がＨである請求項２記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ16およびＲ17の両方がＨである請求項２または３記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ9～Ｒ13の１つが－Ｏ－Ｒ18であり、Ｒ18はＣ1-6アルキルであり、残りの基は独立に
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Ｈ、ハロまたはＣ1-6アルキルである、請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ10～Ｒ12の１つが－Ｏ－Ｒ18である請求項５記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ18が、Ｃ1-4アルキルである、請求項５または６に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7およびＲ8の少なくとも２つが－Ｏ－Ｃ1-6アルキルである請求項１
～７のいずれかに記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ4およびＲ6またはＲ5およびＲ6が－Ｏ－Ｒ19であり、残りの基が独立にＨ、ハロまた
はＣ1-6アルキルである、請求項８記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ6が－Ｏ－Ｒ19であり、Ｒ19はＣ1-6アルキルであり、残りの基は独立にＨ、ハロまた
はＣ1-6アルキルである、請求項１～７のいずれかに記載の化合物。
【請求項１１】
　各Ｃ1-6アルキルがＣ1-4アルキルである請求項１～１０のいずれかに記載の化合物。
【請求項１２】
　前記化合物が
【化２】

【化３】
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【化４】

または
【化５】

から選択される請求項１記載の化合物。
【請求項１３】
　式（Ｘ）：

【化６】

［式中、
　Ｒ1～Ｒ3は独立にＨまたはＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ4～Ｒ13は独立にＨ、ＯＨ、ハロ、Ｃ1-6アルキルまたは－Ｏ－Ｃ1-6アルキルであっ
て、Ｒ4～Ｒ13の少なくとも２つがＯＨである］
を有する細胞毒性化合物またはその製薬的に許容し得る塩またはその溶媒和物。
【請求項１４】
　増殖障害の処置において使用するための請求項１～１３のいずれかに記載の化合物。
【請求項１５】
　前記増殖障害が癌である、請求項１４に記載の化合物。
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